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戦評用紙

種　別 会　場 海南市総合体育館知的障害の部 (女子)

第一セット序盤、堅さの見える両チーム。先に流れを掴んだのは兵庫県。兵庫県１０番中塔の3連続サー

のスパイクポイント。続く６番戸田の連続サービスエースで、９－２で大きく点差を広げる。その後、

（麻）のスパイクで応戦し１８－２２と兵庫県においすがった。最後は兵庫県４番有村の連続サービス

エースと相手のミスで２５－１８で兵庫県が勝利した。

ビスエースと、６番戸田の２連続サービスエースなどで７－１と大量リードを奪い宮城県が一回目のタ

イムアウト。タイムアウト後、宮城県１番大川のスパイクなどで徐々に落ち着きを取り戻し、６－１１

と中盤をむかえる。その後、兵庫県１番岡田、１０番中塔のサービスエースで１８－７と宮城県を突き

放す。宮城県は４番木村に代えて、５番遠藤を投入して流れを変えようとするが、兵庫県１０番中塔の

サーブが決まり２５－９で１セット目を先取する。第２セット序盤、２－２の同点から兵庫県８番西馬

宮城県２番の粘り強いレシーブから相手のミスを誘い、７－１２と調子を取り戻す。中盤、兵庫県８番

西馬のサービスエース。宮城県１番大川のスパイクポイントで両チーム譲らない展開で１９－１５兵庫

県リードで終盤を迎える。兵庫県は８番西馬にトスを集め得点を重ねる。一方、宮城県は、２番安部
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